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一
九
八
六
年
に
ド
イ
モ
イ
と
呼
ば
れ
る

経
済
政
策
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
ベ
ト
ナ

ム
は
急
速
に
経
済
発
展
を
遂
げ
、
毎
年

八
％
台
の
高
い
経
済
成
長
率
を
達
成
し
て

い
る
。
各
国
か
ら
の
政
府
開
発
援
助
も
多

く
、
二
〇
〇
七
年
に
は
日
本
か
ら
の
援
助

額
は
六
億
ド
ル
を
越
え
た
。
対
ベ
ト
ナ
ム

援
助
国
の
中
で
最
も
多
い
。
投
資
先
有
望

国
の
上
位
に
も
入
り
、
国
際
投
資
も
盛
ん

で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
日
本
人
に
も
身

近
な
旅
行
先
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
ベ

ト
ナ
ム
の
政
治
、
経
済
、
社
会
事
情
を
知

る
た
め
の
資
料
を
、
最
近
一
〇
年
ほ
ど
の

出
版
物
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
に
よ
る

一
党
独
裁
の
も
と
、
政
治
体
制
は
社
会
主

義
体
制
を
取
っ
て
い
る
。白
石
昌
也
編『
ベ

ト
ナ
ム
の
国
家
機
構
』（
明
石
書
店

二
〇
〇
〇
年
）
は
国
家
機
構
と
ベ
ト
ナ
ム

共
産
党
と
の
関
係
、
国
家
機
関
の
組
織
、

立
法
制
度
、
国
会
、
司
法
制
度
、
公
務
員

制
度
や
行
政
改
革
、
地
方
行
政
組
織
、
農

村
組
織
、
国
営
企
業
改
革
な
ど
国
家
の
構

造
を
紹
介
、
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。
坪

井
善
明
著『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
現
代
政
治
』（
東

京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
二
年
）
で
は
、

政
治
史
、
行
政
制
度
と
実
態
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
。

　

外
交
政
策
の
分
野
で
は
、
白
石
昌
也
編

著
『
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
関
係―

二
十
一

世
紀
の
挑
戦
』（
暁
印
書
館　

二
〇
〇
四

年
）
が
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
関
係
を
政
治
面

だ
け
で
な
く
、
国
際
経
済
や
経
済
政
策
の

面
か
ら
も
論
じ
て
い
る
。中
野
亜
里
著『
現

代
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
と
外
交―

国
際
社
会

参
入
へ
の
道
』（
暁
印
書
館

二
〇
〇
六
年
）

は
関
係
諸
国
へ
の
外
交
政
策
の
推
移
を
概

説
し
て
い
る
。

　

経
済
成
長
を
遂
げ
、
法
律
な
ど
制
度
を

整
え
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
九
九
五
年
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
、
二
〇
〇
七
年
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

に
正
式
加
盟
し
た
。
高
成
長
を
続
け
る
ベ

ト
ナ
ム
経
済
を
複
数
の
著
作
が
、
様
々
な

角
度
か
ら
分
析
・
解
説
し
て
い
る
。
中
臣

久
著『
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
基
本
構
造
』（
日

本
評
論
社　

二
〇
〇
二
年
）
で
は
計
画
経

済
期
か
ら
経
済
体
制
改
革
の
移
行
期
の
特

徴
を
、
時
期
を
追
っ
て
解
説
、
分
析
し
て

い
る
。
石
川
滋
・
原
洋
之
助
編
『
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
市
場
経
済
化
』（
東
洋
経
済
新
報

社　

一
九
九
九
年
）
は
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム

両
国
政
府
の
合
意
で
実
施
さ
れ
た
共
同
研

究
の
成
果
で
、
農
業
・
農
村
開
発
、
財
政

金
融
政
策
、
貿
易
・
産
業
政
策
、
国
営
企

業
改
革
を
取
り
上
げ
、
総
合
的
に
ベ
ト
ナ

ム
の
五
カ
年
計
画
や
市
場
経
済
化
政
策
を

検
証
し
、提
言
を
し
て
い
る
。
白
石
昌
也
・

竹
内
郁
雄
編
『
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
の

新
展
開
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
九
九
年
）
は
ド
イ
モ
イ
と
共
産
党
大

会
な
ど
政
治
と
の
関
係
、
法
治
国
家
へ
の

移
行
な
ど
法
制
度
面
へ
の
取
り
組
み
、
国

防
、
セ
ク
タ
ー
別
企
業
法
、
農
業
、
華
人

政
策
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
の
位
置
づ
け

な
ど
、
変
化
の
た
だ
中
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム

を
総
合
的
角
度
か
ら
丹
念
に
論
じ
て
い
る
。

　

石
田
暁
恵
・
五
島
文
雄
編
『
国
際
経
済

参
入
期
の
ベ
ト
ナ
ム
』（
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

二
〇
〇
四
年
）
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

市
場
経
済
化
に
伴
い
、
各
産
業
セ
ク
タ
ー

や
地
方
行
政
が
ど
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
、

国
際
経
済
に
対
応
し
て
い
る
か
、
国
際
協

力
分
野
も
含
め
て
考
察
し
て
い
る
。
坂
田

正
三
編
『
二
〇
一
〇
年
に
向
け
た
ベ
ト
ナ

ム
の
発
展
戦
略―

Ｗ
Ｔ
Ｏ
時
代
の
新
た
な

戦
略
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

二
〇
〇
六

年
）
で
は
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
年
の

五
カ
年
計
画
に
、
党
人
事
を
含
む
政
治
、

経
済
の
両
面
か
ら
焦
点
を
当
て
、
さ
ら
に
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
プ
ロ
セ
ス
や
関
連
法
規
の

整
備
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
今
後
を
展
望
し
て
い
る
。

　

産
業
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
大
野
健

一
・
川
端
望
編
著
『
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
化

戦
略
』（
日
本
評
論
社　

二
〇
〇
三
年
）

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
国
民
経
済
大

学
の
共
同
研
究
の
中
間
報
告
だ
。
ベ
ト
ナ

ム
の
工
業
化
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

や
直
接
投
資
と
の
関
係
で
論
じ
、
主
要
な

四
つ
の
産
業
の
発
展
過
程
や
問
題
点
に
も

踏
み
込
ん
で
い
る
。
藤
田
麻
衣
編
『
移
行

期
ベ
ト
ナ
ム
の
産
業
変
容―

地
場
企
業

主
導
に
よ
る
発
展
の
諸
相
』（
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

二
〇
〇
六
年
）
は
、
ベ
ト
ナ

ム
の
地
場
産
業
を
中
心
に
、
製
造
業
や
都

市
型
工
業
・
農
村
工
業
の
ド
イ
モ
イ
以
降

の
発
展
や
変
化
を
報
告
し
て
い
る
。
農
業

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
農
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
経
験
し
た
長
憲
次
が
、『
市

場
経
済
下
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
と
農
村
』（
筑

波
書
房　

二
〇
〇
五
年
）
で
、
南
北
に
長

い
ベ
ト
ナ
ム
の
各
地
域
で
の
農
業
発
展
の

特
徴
や
実
態
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

　

経
済
発
展
に
伴
い
、
社
会
の
変
化
も
急

速
だ
。
政
治
・
社
会
史
を
専
攻
す
る
坪
井

善
明
の『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
新
時
代―

「
豊
か
さ
」

へ
の
模
索
』（
岩
波
書
店

二
〇
〇
八
年
）

は
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム―

「
豊
か
さ
」
へ
の

夜
明
け
』（
同　

一
九
九
四
年
）の
続
編
で
、

こ
の
二
冊
か
ら
長
期
に
渡
る
変
化
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
皆
川
一
夫
『
ベ
ト

ナ
ム
の
こ
こ
ろ―

し
な
や
か
さ
と
し
た

た
か
さ
の
秘
密
』（
め
こ
ん　

一
九
九
七

年
）、
千
葉
文
人
『
リ
ア
ル
・
ベ
ト
ナ
ム

―

改
革
・
開
放
の
新
世
紀
』（
明
石
書
店

　

二
〇
〇
四
年
）
は
共
に
新
聞
記
者
の
目

で
捉
え
た
社
会
の
諸
相
を
伝
え
て
い
る
。

　

最
後
に
基
礎
資
料
を
二
点
あ
げ
て
お
き

た
い
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
編
集
・
発

行
す
る
『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』（
年
刊
）
は
、

一
年
毎
の
政
治
、
経
済
動
向
の
ほ
か
、
閣

僚
名
、
共
産
党
の
要
職
者
、
主
要
統
計
が

ま
と
ま
っ
て
お
り
、
資
料
と
し
て
役
立
つ
。

統
計
資
料
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
統
計
局

が
編
集
す
る
統
計
年
鑑
、N

ien giam
 

thố ng ke

が
一
九
七
〇
年
版（
一
九
七
一

年
刊
）
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
ベ
ト

ナ
ム
統
計
年
鑑
』（
ビ
ス
タ　

ピ
ー
・
エ
ス
）

は
日
越
貿
易
会
が
日
本
語
訳
・
編
集
し
て

い
る
も
の
だ
。
い
ず
れ
も
目
的
に
応
じ
て

役
立
て
ら
れ
た
い
。

（
い
と
う　

え
り
か
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

現
代
の
ベ
ト
ナ
ム―

政
治
・
経
済
・
社
会

を
知
る

伊
藤
え
り
か


